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◆ 東京 署名１００万筆突破！年内に１５０万筆めざし、10～11月に強化月間
　憲法改悪に反対する東京共同センターの幹事団体会議が７月１８日（金）に開催され、５月１５日から７月１５日まで２ケ月間取り組んできた「憲法運動推進強化月間」の総括をするとともに、今年１０、１１月を「第二次憲法運動推進強化月間」として取り組むことを決定しました。

　共同センターが集約した署名数は、目標の１００万を超え１００万２４５１筆となりました。１０万筆を超えたのは東京土建、都教組、新婦人都本部。中でも東京土建は４１万筆を達成し牽引車の役割を果たしました。

　第二次憲法運動推進強化月間では、①「海外派兵恒久法」や改憲派の憲法審査会の始動に反対し、改憲策動を断念させるために、「憲法を守り生かす」草の根運動をすすめ、第170臨時国会とそれに続く通常国会の最大の対決点となる海外派兵恒久法の取り組みと結合し学習・宣伝を強める。②憲法と国民生活にとって重大な「政治決戦」となる総選挙をめざし改憲阻止の展望を切り開く署名目標を実現する。③憲法25条などを生かし、「後期高齢者医療制度廃止法案」の衆議院可決、「日雇派遣禁止など働くルールの確立」など労働者・国民の暮らしを守る運動と結合して憲法宣伝を取り組む。

強化月間では、①運動強化の期間を１０月～１１月に設定し、集中的な署名運動に取り組む。②東京全体で１２月までに１５０万筆の署名を達成するため、各団体で署名目標を設定し、各団体で「ピースチャレンジャー」などの署名推進活動家の養成をはかる。③宣伝行動を旺盛に展開し、統一行動を設定するなど、すべての組織が地域行動に取り組み、すべての地域で「９の日宣伝」を定着させ、地域共同センターの確立を図る。そのため、憲法運動推進会議（団体地域合同会議）を９月１２日に開催し、情勢学習、秋の運動提起、交流を行うとともに、国会要請行動を１０月１６日に実施します。
◆大阪　9月は400か所宣伝に挑戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7月２６日（土）、第２１回団体・地域代表者会議が国労会館にて開催され、４０名の参加で中身の充実した会議となり、秋からのたたかいの方向について決意を固めあいました。

筆保勝事務局長が憲法を生かす運動を「９条を守る」運動に合流させるという攻めの憲法闘争の発展を訴え、当面のとりくみについて提起しました。

●９月９日は、全駅（４００ヶ所）宣伝を成功させよう。
●１１月３日は、全行政区で大規模な催し、集会、宣伝を具体化しよう。
●１１月８日の憲法会議・共同センターの大交流集会に「９条の会」づくりをすすめ、署名目標の５割をやりきって集まろう。

<団体からの発言>
◆女性有権者の５０％をこえた勢いで、９条守る１００筆「ピースチャレンジャー」をもっとふやしたい（新婦人大東支部）

◆「軍事費削って、くらし、教育、福祉に」というのは、ちょっと前はすべった感じがあったが、いまはほんとにその声が広がっている。府民のくらし、教育こわし橋下行革をやめさせよう（大教組）

◆いつでも戦争法といえる海外派兵恒久法阻止のたたかいに全力を。名古屋高裁判決を生かしきろう（自由法曹団）

◆全労連大会では外国人労働者が悲惨な労働状況を「私は奴隷じゃない」と訴えた。９条・２５条をもつ国の労働組合として、こんな日本をかえる運動をすすめよう（大阪労連）

◆橋下府政のもと、救急医療が危機にさらされている。府民の命と健康を守る運動を憲法を守る運動とともにひろげたい（民医連）

<地域からの発言>
■中央区９条の会・・・「９の日」が日曜にあたったときは、西区、北区連絡会と共同でパレードを実施。御堂筋を南下すると、若い人がかけよってきてくれます。１１月９日の日曜日は大規模なパレードにしたい。(山崎義郷さん）

■守口９条の会・・・手の届いていない人に声をかけようと、駅だけでなく京阪百貨店の買い物客にもアピール。「守口平和まつり」では京橋でストリートミュージシャンに声をかけると５組計１５名がきてくれた。若い人たちに壁はない。（針田春光さん）

■南河内共同センター・・・「９の日宣伝」は全行政区で定着化。３割をこえた富田林では、３つの高校前でも実施。終業式の日は３人で７５筆を集めた。対話のなかで「今の日本、戦争より大切なものがある」といって署名してくれた高校生も。藤井寺では縁日でめだかを売りながらの宣伝も。幅広い人との対話が大切だ。（奥宮直樹さん）。

■西淀川共同センター・・・今年中に過半数署名の突破をめざし、各団体の目標を数字にした。「具体的に出してもらってよかった」といわれている。平和への思いを熱くする夏から秋にかけて、旺盛に署名を積み上げたい。（嵯峨操さん）。

■枚方憲法を守る会・・・「９の日宣伝」は、現在６カ所で実施。７月は１１団体から４７人が参加し、２２５０枚のビラを配布。憲法署名の到達数は２７４８９筆。西淀川や寝屋川と交流し、すぐれた経験に学ぶ機会ももった。お互いの協力関係ができつつあることで元気よくなった。
◆ 長崎　アーケードで１００㍍の写真展　
「戦場だけが戦争ではなかった」・「記憶に残そう戦争の事実」展

「憲法９条の大切さを、市民に直接訴えたい」－。諫早市で活動している「青空学習会」と、「憲法９条の会・諫早」が知恵を出し合って取り組んだ、写真展「沖縄・長崎・広島を忘れない」と、憲法署名、「9 条を考えるシール投票」、「風車で平和の風を」などのいっせい行動が、同市栄町アーケードの約100 ㍍を使って、10 時半から夕方6 時まで取り組まれました。
夏休みに入ったこともあって、この日の人通りは少し多め。「憲法9 条を守る署名にご協力を」と、元気なお母さんたちの声に、行き交う人の足が止まります。署名のあと、あなたは「変える？」「変えない？」と呼びかける改憲シール投票のボードを見て、「これは大事ですね」と投票。知り合いにもすすめていました。
たたみ一枚の大きさのパネルがずらりと並べられた大写真展は、いやでも目に入ります。

「機関銃や手榴弾投げの軍事教練を受けている女子中学生たち」の写真、「長崎原爆で炭のように焼け焦げた少年」の写真、「沖縄住民の集団自決の現場」の写真など、これまで見たことのなかったものも含め、約100 枚が戦争の事実を直接語りかけます。
「図書館に行く途中」という学童保育の子どもたち１０人ほどが通りかかりました。「これは何の写真？」と生々しい写真を見て、不安そうに引率の先生に質問する子どもたち。さながら、臨時の街頭平和学習でした。子どもたちは、「中学生なのに、戦争の訓練で勉強もできないようだった」「こわかった。戦争はしてはいけない」と、口々に感想を話していました。

◆ 猛暑の下  各地で宣伝・署名
■ 埼玉　高校門前で大きな反響　憲法署名４７８筆

　埼玉の７月の「９の日宣伝」は今年２番目に多い参加者で取り組まれ、各地で大きな反響がありました。

上尾・所沢の新婦人支部が１０の高校門前で行動。６６人参加して署名４７８筆。上尾では「カレシくるまでやらせて」と、３０人以上から署名。さらに男子学生も参加。「今度やるとき声かけて」と携帯アドレスを教えてくれました。

「イラクの子どもは勉強することもできない」との学校の先生の訴えに、小学５・６年生が飛び入り参加（七里駅）、２０代の青年飛び入り「今度いつやるの」と（上尾駅）、通りがかりの女性が「私にも言わせて」とマイク（北浦和駅）
■「署名のお願い」の事前配布に反響　265戸訪問で69筆の署名　

名古屋市緑区の憲法改悪反対共同センターが地域ローラー作戦を８月２日に行い、炎天下の下、桶狭間住宅の８棟９棟と公社棟合わせて265戸を６名で訪問しました。署名用紙１枚分５筆を埋めて待っていたり、戸口にはさんでおいてくれた所が４軒あり、メンバーから「うれしい、事前配布の意味があった」との感想も。次回の地域ローラー作戦は、９月６日の予定です。

■ 建交労・関西合同支部大阪ブロック　手作り立て看板で「憲法守れ」

関西合同支部（組合員510人の広域多業種支部）は、改憲反対80カ所宣伝の目標をかかげ、毎月、５つのブロックごとに統一行動を実施しています。

７月13日、大阪ブロックは、十三（じゅうそう）の駅商店街の入り口、阪神野田駅前など４カ所で行動し、「憲法９条は、世界に誇れる平和の宝です。『憲法守れ』の世論を広げましょう」と熱弁をふるいました。炎天下の日曜日で、自転車に乗った人が多く、署名活動にかなり苦戦しましたが、ビラ約600枚、ティッシュ500個をまききりました。

タイムス大阪分会はこの日のために、「憲法を守ることは――平和に暮らすこと、人殺しはしないこと、普通に働き暮らすこと、安心して年をとること」と大書した一畳大の立て看板を作るなど、準備に汗を流しました。次回の統一行動は８月に高槻で実施する予定です。この夏、大阪は燃えています。（関西合同支部大阪分会・植西茂）

■ 兵庫　新日本婦人の会、各支部が高校前の署名宣伝行動！　
　新婦人の各支部は、平和の夏！小組１００筆チャレンジ運動が活発に展開しています。
『中央区支部』・・・７／４葺合高校前で下校時に署名宣伝行動しました。４班５名の参加で９８筆の憲法と核廃絶の署名を集めました。高校生は「核兵器はイヤや」とか、友達に「お前もせーや」とにぎやかで、次々と集まりました。
『三田支部』・・・７月に４回の高校前宣伝を行い、のべ１６人が参加しました。とても反応が良く、核廃絶すみやか署名１４１筆、憲法署名１４０筆とどんどん集まりました。今後も続けようと計画しています。
『姫路支部』・・・網干高校前で宣伝行動をしました。自転車通学ばかりなので署名をしてもらうのに苦労しましたが、一緒にパタパタ鶴を渡すと高校生が喜んでくれ１時間で５０筆も集まりました。いま市内の全高校をまわろうと張り切っています。（新婦人県本部・平和部ニュース７／２５号より）
■ 全印総連　憲法・平和宣伝　ティッシュ１０００個配付　３３人参加！

７月２６日（土）後楽園駅前で、平和・憲法宣伝を行いました。大会や集会後に署名行動という女性部の提起した行動が定着。この日は全印総連東京地連の定期大会が開催され、大会後30分ほど、宣伝・署名行動を行いました。昼休みに、大会参加者みんなでティッシュにビラをつめて準備。核兵器廃絶署名と憲法署名に取り組み、核兵器廃絶署名は１６筆、憲法署名１３筆を集めました。今回の行動で、女性部で１００筆ピースチャレンジャーに登録していた２名が１００筆を達成しました。

　短信･ホットライン　
■ 「九条の会」学習会　「名古屋高裁判決と派兵恒久法」

　日時：９月１３日（土）１３：３０～（開場１３時）～１６：００

　会場：東京・星陵会館（地下鉄永田町駅下車６番出口）

　講師：小林　武（愛知大学教授・名古屋高裁訴訟で鑑定意見書提出）
半田　滋（東京新聞編集委員・自衛隊の実態を克明に取材、調査）
渡辺　治（一橋大学教授・今日の政治情勢と派兵恒久法を語る）

　事前申し込み必要なし。

　参加費：１０００円

　主催：九条の会事務局　０３－３２２１－５０７５

■ 『９条世界会議・ダイジェストDVD』
今年5月に行われた「９条世界会議」のダイジェストDVDが8月20日販売の予定です。収録時間は約120分で1枚1300円。1～10枚までは1300円、11枚以上29枚1100円、30枚以上900円。
詳しくは、http://shop.whynot9.jp/shopdetail/005000000004/
■ 憲法９条：６カ国語のクリアファイル

奈良市の主婦、木村宥子さん（６７）が憲法９条の条文をプリントしたクリアファイルを作成した。ファイルには、日本、英、中、韓、仏、スペインの６カ国語で９条を明記。広島に投下された原爆の爆心点から３・５キロで被爆した桜の写真を使った。木村さんは「９条を読んでもらうところから始めたい。戦争のむなしさや悲しさが伝われば」と。

１袋（４枚入り）５００円と１箱（５００枚入り）５万５０００円で販売（送料別）
注文はファクス（０７４２・７１・１８２７）、メール（ymkimu@ares.eonet.ne.jp）
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